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About Us

u カナダ環境法協会（CELA）は、オンタリオ州全域の
低所得者や不利な立場にあるコミュニティに環境法
に関するサービスを提供する専門コミュニティ・リー
ガルクリニックです。

u CELAは1970年に設立され、1978年からはオン
タリオ州専門の法律扶助クリニックとして、リーガ
ル・エイド・オンタリオの資金援助を受けています。

u オンタリオ州で唯一、環境法に関する法律扶助
サービスを提供するクリニック。裁判および上訴裁
判所、行政裁判所における弁護、アドバイスおよび
ブリーフサービス、公共の法律教育、法改正を含む
サービスを提供しています。
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環境正義の原則(1)

• 環境上の利益と負担は、すべての人に公平に分配されるべき
であり、むしろ有害な影響の大部分が、明らかに少数民族、
先住民族および社会から疎外されたコミュニティに不当に課
されることを許すべきではありません。

• 一般市民が参加することは現実的に難しく、参加は複雑で時
間がかかるため、環境正義にとって重大な障害となっていま
す。

• 環境正義とは、誰もが有意義に参加できるのであれば、どの
グループも意思決定によって不公平な影響を受けるべきでは
ないという考え方です。
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環境正義の原則(2)

環境正義の原則は、以下のような手続き的な側
面を持っている:

§ 参加する権利誰もが、自らの健康や環境に影響を及
ぼす可能性のある政府の意思決定のあらゆる側面に、
有意義に参加する機会を持たなければならない。

§ 知る権利意思決定に使用される情報について、誰もが
完全かつタイムリーに知ることができる。
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参加の重要性の理由

• 意思決定の民主的正統性を高める

• 意思決定における説明責任と実効性を高める
ことにつながる

• 現地の関心事、価値観、知識を高める効果的
な手段であること

• コミュニティのニーズと関心により適した結果
を導く
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1. カナダの⼩型原⼦炉
(SMR)計画

u 全く新しい設計の原⼦炉が、
「気候変動対策」として注⽬
されている

u 産業界の「SMRロードマップ」
が連邦政府に承認された

u 100以上の環境保護団体と先住
⺠族コミュニティが、SMRSへの
政府資⾦提供の停⽌を求めた。
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2. 環境保護と先住⺠の権利を
危険にさらす

u SMRの安全・環境規制の緩和により、市民や地域
社会へのリスクが増大する

u 遠隔地におけるSMRの利用に焦点を当てると、事
故、放射線、核拡散リスクに関する新たな懸念が
生じる。

u 原子力技術は本質的に危険であるが、これまで
のプロセスでは、SMRが設置される可能性のある
地域社会への深刻な影響が認識されていない
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3. Algonquin先住民族の伝統的領域
での新たな原子力建設

u Algonquin族の伝統的な領⼟にある提案され
たSMRは、将来のSMRの商業化のための実
証プロジェクトである

u Kebaowek先住⺠族は、カナダの原⼦⼒規制
当局にプロジェクトの中断を求め、彼らの
権利を損なわず、有害な遺産を残さないよ
うな代替案を求めている。

Source: https://policyoptions.irpp.org/magazines/february-2022/decolonizing-energy-and-the-
nuclear-narrative-of-small-modular-reactors/
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4. 先住民の権利と市民参加の強化

私たちはやらなければいけないこと:

u宣伝や業界のレトリックを、環境負債（採掘、事故、
レガシー廃棄物）に対する説明責任に置き換える

u個人と集団の権利を尊重することにより、カナダ
の先住民族が経験する差別と疎外をなくす
（UNDRIP第29条）

u協議、一般市民の情報アクセスと参加を可能にす
る法的枠組み、および人権を保護する環境基準
の強化
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Contact Us
www.cela.ca
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http://www.celafoundation.ca/

